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トビハゼ ･ムツゴロウ類 は干潟に巣孔を掘 り､その中で産卵することが知られてい
る｡ しかし､これらの巣孔は非常に酸素の乏しい水で満たされており､産み付けられ












スで満たされた産卵室の壁 に存在 した｡Ps.modestusの卵を採集 し飼育実験を行 った
結果､以下の事実が判明した｡ 1)空気中では卵は発育するが醇化はしない｡ 2)栄










ゼの 1種は空気を口に含んで巣穴内に運び､巣穴内のDOを維持 している (Ishimatsuet
a1.,1998)｡この ように直接的に巣穴内の酸素量 を維持する動物 に対 して､大気や水
(流体)の特性を巧みに利用 している動物が報告されている｡ 草原 に生息するプレー
リー ドッグ (Ⅵ)geleta1.,1973)や干潟 に生息するアナジャコ類 (Alansoneta1.,1992;
Ziebiseta1.,1996)は､巣穴にある開口部の 1つに土や泥を取 り囲むように積み上げて
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マウンド (塚)を作る｡ このマウンドには巣穴外の大気や水などの流体の特性 (ベル
l
ることが明らかになっている｡
ハゼ科魚類の多 くは砂や泥､岩などの基質を利用 して巣穴を作 り､巣穴に依存 した
生活様式 を持っている｡特に繁殖期には巣穴は産卵場所であると同時に､卵を醇化 ま

























群集 の移 り変 わ りを研究 して きた.研究 開始後 ま もな く,｢ニホ ンスナモ グリ
CalianassajaponicaOrtmann (甲殻十脚冒スナモグリ科)｣ と同定していた種の地域
個体群の爆発的分布拡大現象に出会った.しかし後述のとおり,この種はニホンスナ
モグリとは別の種-ハルマンスナモグリーであった.本種は干潟の地下数十cmに達
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